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で保存されたシステイン残基に富んだ第 6 領域と呼ばれる部位があり、EBL を
分泌する小器官マイクロネームへの細胞内分子輸送に必要であると提唱されて
いる。最近、ネズミマラリア原虫 Plasmodium yoelii の EBL において、第 6 領域
の一アミノ酸置換により EBL の局在がマイクロネームからデンスグラニュール
と呼ばれる別の小器官に変化し、原虫が強毒化する事が報告された。ネズミマ
















結   果 





た配列から徐々に配列を削っていったところ、第 5 領域中のアミノ酸位置 1236
から以降がマイクロネームへの輸送に必要である事が明らかとなった。これま
で第 5 領域は多様性に富むため、保存された機能はないと考えられてきたが、
アミノ酸配列を詳細に比較したところ第 5 領域のアミノ酸位置 1257 から 1265
が相同体間で比較的保存されていたため、この配列を欠損させたところ、輸送
が阻害される事が明らかとなった。さらに相同体間で比較的保存されているア
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の結合が部分的に阻害されたためではないかと考えている。EBA175 の第 5 領域
の上流の部分配列も輸送に必要であるという今回の知見は、EBL のマイクロネ
ーム輸送機序の一端を明らかにした意義を持つとともに、EBL の輸送タンパク
質を同定するための重要な基盤情報を提供するものである。 
